
第94期
中間事業報告書
2023年４月1日～2023年９月30日

証券コード：9408　東証スタンダード
（旧社名　株式会社新潟放送）

株式会社
ＢＳＮメディアホールディングス

　株主の皆様には平素より当社事業につき格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。
　ここに当社第94期中間事業報告書をお届けいたしますので、ご高覧賜ります
ようお願い申し上げます。さて、本年６月１日、グループの経営管理を担う認
定放送持株会社「BSNメディアホールディングス」が発足しました。グループ
全体でのシナジー効果を高めるため、各種の試みをスタートさせています。ホー
ルディングス化によりまして、グループ全体で得意分野を融合させ、新しいサー
ビスを生み出すことを目指してまいります。
　なお、第94期中間配当につきましては、１株につき、普通配当３円75銭と
ホールディングス発足の記念配当１円25銭を加え、合わせて5円とさせていた
だきました。当社は配当方針として安定配当を旨としております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。
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株主の皆様へ

代表取締役社長
佐 藤　 隆 夫
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中間連結財務ハイライト

[放送事業]
　放送事業におきましては、世界陸上、アジア大会などスポーツ大会の放送で、テレビのネットタイム収入は伸びたものの、収益の柱となるスポット収入が減少
し、テレビ収入、ラジオ収入とも前期に届きませんでした。また、その他の収入でも前期のような大規模なイベントが少なく、今期は前期を下回りました。この
結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、27億３千５百万円（前年同期比95.0％）となり、営業利益は４千４百万円（前年同期比57.6％）となりました。
[システム関連事業]
　システム関連事業におきましては、公共分野におけるシステム請負開発案件やインボイス制度対応案件、ヘルスケア分野におけるシステム導入案件などが順調
に推移しました。一方で、新型コロナウイルス感染症の規制緩和により経済社会活動の正常化が進んだことで、リアルでのフェア開催などハイブリッドによる積
極的な営業活動を行ったことで、経費も増加しました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は68億７千２百万円（前年同期比106.2％）となり、営業
利益は４億９百万円（前年同期比101.0％）となりました。
[建物サービスその他事業]
　建物サービスその他事業におきましては、不動産収入は、駐車場の管理料増額や前期に取得した賃貸物件収入により増収となりました。メディア部門では、
ネットライブ配信や動画制作を受注したものの前期に届かず減収となりました。施設管理部門では、新たにオフィスビルの管理業務を受託して増収となりました。
利益面では、資材の高騰などによる仕入原価の増加はありましたが、社内コストの削減に努め増益となりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高
は７億９千６百万円（前年同期比108.8％）となり、営業利益は１千３百万円（前年同期比117.6％）となりました。

セグメント別状況



社名 株式会社BSNメディアホールディングス　
BSN MEDIA HOLDINGS,INC.

創立 1952年10月

資本金 ３億円

所在地 新潟市中央区川岸町３丁目18番地

事業 放送法による基幹放送事業及び一般放送事業
美術、音楽、スポーツの企画、製作、販売
テレビ、インターネット等広告代理店業務
コンピューターに関するソフトウェア開発
労働者派遣業務、保険代理店業務
建物設備の電気工事・管工事の設計施工

ホームページ https://www.ohbsn.com/holdings/

会社概要

株 主 名 所有株式数 持株比率
株式会社新潟日報社 852,800 株 14.2 ％
越後交通株式会社 579,050 9.6
株式会社TBSホールディングス 485,000 8.0
光通信株式会社 449,200 7.4
株式会社第四北越銀行 289,600 4.8
第四北越リース株式会社 256,500 4.2
学校法人国際総合学園 194,000 3.2
サトウ食品株式会社 136,000 2.2
株式会社エスアイエル 125,400 2.0
ROYAL BANK OF CANADA 120,000 2.0
※持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

◆ 発行可能株式総数 10,000,000 株
◆ 発行済株式総数 6,000,000 株 

（自己株式1,192株を含む）
◆ 株主総数 836 名
◆ 大株主

株式の概況（2023年９月30日現在）

取 締 役 会 長 梅　津　雅　之
代表取締役社長 佐　藤　隆　夫
専 務 取 締 役 島　田　好　久
取 締 役 南　雲　俊　介
取 締 役 宮　腰　尊　史
取 締 役 佐　藤　　　明
取 締 役 殖　栗　道　郎
取 締 役 島　田　喜　広
取 締 役 山　井　　　太
監査役（常勤） 小　原　弘　志
監 査 役 小　田　敏　三
監 査 役 瀬　賀　弥　平
監 査 役 和　田　晋　弥

役員（2023年９月30日現在）

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
剰 余 金 の 配 当 毎年３月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株

主又は登録株式質権者に対しお支払いいたします。
中 間 配 当 取締役会の決議によって、中間配当を実施する場合は、毎

年９月30日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又
は登録株式質権者に対しお支払いいたします。

株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
単 元 株 数 100株

◆ お 問 合 せ 先 〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行証券代行部
フリーダイヤル　0120-288-324

株主メモ

◆ 重要な子会社の状況
会 社 名 資本金 出資比率 主要な事業内容

百万円 ％
㈱新潟放送 100 100.0 放送法による基幹放送事業
㈱BSNウェーブ 85 100.0 建物管理及び不動産業

㈱BSNアイネット 200 65.5 システムインテグレーション等
ITソリューション関連事業

㈱ビーアイテック 50 65.5 ITインフラ環境の総合サービス
IT運用サポート・保守サービス

㈱ITスクエア 80 56.3 コンピューターシステムの企画
経営合理化等に関するコンサルタント

㈱エム・エス・シー 50 65.5 医療保険請求事務等の受託
及び派遣

トピックス

　当社では、新潟市で９月に開催された「第５回IRフォーラ
ム2023」に参加しました。この催しは、投資家向けに企業
情報を発信するもので今年参加した新潟県内の上場企業は、
ブース・セミナー合わせて20社となりました。
　当社は、佐藤隆夫代表取締役社長と南雲俊介取締役（BSN
アイネット代表取締役社長）がセミナーに登壇し、グループ
各社の事業内容や、今後、進めていく中期経営計画を直接、
投資家に説明、およそ120人が熱心に耳を傾けていました。
終了後のアンケートでは、今後、投資対象として考えたいと
の感想も寄せられました。

IRフォーラム、投資家にアピール

IRフォーラム　９月14日開催


